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(57)【要約】
　洗濯方法では、洗濯空間（２）内に、ハンガー部材（
４）で洗濯物を掛け、前記洗濯物を前記洗濯空間（２）
内に第１運動態様で運動させながら、第１運動態様と異
なる第２運動態様で運動するノズル（８）から噴出され
た水流で洗濯物を洗濯し、水流が洗濯物の少なくとも一
部を被るように、洗濯物とノズル（８）の相対位置を変
更する。ノズル（８）から噴出された高圧水流の洗浄部
位が洗濯物とノズル（８）の相対位置の変化に伴って変
更することによって、洗濯物の全体を洗濯し、洗浄効果
を向上させることができる。また、該洗濯方法では、ド
ラム式洗濯機のドラムによるタンブリング、および渦巻
き式洗濯機のパルセータによる撹拌の代わりに、高圧水
噴射による洗浄を採用するので、洗濯物の傷みと洗濯用
水量が減少される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗濯物が掛けられるハンガー部材であり、第１運動態様で運動可能なハンガー部材を内
部に備える洗濯空間と、
　ポンプに接続される少なくとも１組のノズルとを備え、
　水流が前記ポンプによって加圧されてから前記ノズルによって噴出され、前記ハンガー
部材に掛けられる洗濯物を洗濯し、前記水流が洗濯物の少なくとも一側面積を被ることが
できるように、洗濯物とノズルの相対位置を変更することを特徴とする洗濯機。
【請求項２】
　前記ノズルを前記洗濯空間内に第１運動態様と異なる第２運動態様で運動可能に駆動す
るためのノズル駆動装置をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の洗濯機。
【請求項３】
　前記ノズルが散布用本管の上端に設置され、前記ノズル駆動装置は、具体的に、前記洗
濯機の筐体の側壁に設けられる少なくとも１つのラックを備え、ラックが駆動ギアで駆動
され、散布用本管が前記ラックに固定して取り付けられ、前記駆動ギアがモーターで駆動
され、前記駆動ギアは、ラックを上下移動させるように動作し、それによって散布用本管
を運動させることができることを特徴とする請求項２に記載の洗濯機。
【請求項４】
　前記ハンガー部材は、衣類が掛けられるハンガーロッドと、前記ハンガーロッドに設置
される偏心装置とを備え、前記偏心装置は、前記ハンガーロッドに対して垂直な摺動溝が
中段に設置される台座と、一端がモーターに接続され、他端が前記摺動溝を通してハンガ
ーロッドに接続される回動部材とを備え、前記モーターは、回動部材を回動させるように
駆動し、それによって前記ハンガーロッドを水平移動させることができることを特徴とす
る請求項１に記載の洗濯機。
【請求項５】
　前記ポンプは、可撓給水管又は伸縮可能な給水管を介して前記散布用本管に接続される
ことを特徴とする請求項１に記載の洗濯機。
【請求項６】
　前記給水管の吸水口が前記洗濯空間の底部に位置する水に置かれ、前記吸水口とノズル
との間の給水管に濾過装置が取り付けられることを特徴とする請求項５に記載の洗濯機。
【請求項７】
　洗濯空間内に、ハンガー部材で洗濯物を掛け、前記洗濯物を前記洗濯空間内に第１運動
態様で運動させながら、第１運動態様と異なる第２運動態様で運動するノズルから噴出さ
れた水流で洗濯物を洗濯し、水流が洗濯物の少なくとも一部を被るように、洗濯物とノズ
ルの相対位置を変更することを特徴とする洗濯方法。
【請求項８】
　前記洗濯物は、第１方向に沿って直線又は曲線往復運動することを特徴とする請求項７
に記載の洗濯方法。
【請求項９】
　前記ノズルは、第２方向に沿って直線又は曲線運動することを特徴とする請求項８に記
載の洗濯方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本特許出願は、２０１４年０９月２８日に提出され、出願番号が２０１４１０５０９３
３９．４であり、出願者が青島ハイアール洗濯機有限公司であり、発明の名称が「洗濯方
法及び該洗濯方法を用いる洗濯機」である中国特許出願の優先権を主張し、該出願のすべ
ての内容を援用により本願に組み込む。
【０００２】
　本発明は、洗濯分野に関し、具体的には、洗濯方法及び該洗濯方法を用いる洗濯機に関
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する。
【背景技術】
【０００３】
　従来の洗濯機、特に渦巻き式洗濯機は、使用時に撹拌翼で水流と衣類を撹拌して洗濯を
行う。この態様による洗濯では、衣類に与えられる損傷が比較的大きい。また、水位を衣
類が水に浸れる程度とするために、内槽の下部と外槽との間の空間に水を満たす必要があ
るため、小容量である１枚のみの衣類を洗濯する場合にも、使用する水の量が同様に多く
、水資源の浪費を引き起こす。
【０００４】
　特許文献１に、ドラム式洗濯機用の循環式高圧洗濯補助装置であって、モーター、高圧
ポンプ、出水管、噴水ヘッド、及び給水管を備え、前記モーターが高圧ポンプに接続され
、出水管および給水管の一端が高圧ポンプに接続され、出水管の他端が噴水ヘッドに接続
され、モーターに電源線が設けられるドラム式洗濯機用の循環式高圧洗濯補助装置が開示
されている。前記モーターおよび高圧ポンプが台座に固定される。前記電源線に、タイミ
ングコントローラが設けられる。該発明は、取り付けやすくて低価であるとともに、電気
、水、洗濯液、時間を節約することを実現できるという特徴がある。しかしながら、該発
明では、洗濯される衣類と、噴水ヘッドとが相対運動しなく、衣類の高圧な水流で洗濯さ
れ得る面積がそれぞれの噴水ヘッドに対応する点面積だけであり、高圧水流で洗濯されて
いない部分を洗浄できず、洗浄効果が低い。
【０００５】
　以上の説明に基づき、従来技術において洗濯物の全体を洗浄できず、洗浄効果が低いと
いう問題を解決するために、高圧洗濯方法を用いる新型の洗濯機が望まれている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】中国特許出願公開第ＣＮ１０３６２８２７６号明細書
【発明の概要】
【０００７】
　これに鑑み、本発明は、ドラム式洗濯機のドラムによるタンブリング、および渦巻き式
洗濯機のパルセータによる撹拌の代わりに、高圧水噴射による洗浄で洗濯物の傷みと洗濯
用水の量を減少させ、洗濯物の全体を洗濯でき、洗浄効果が高い洗濯機を提供することを
目的とする。
【０００８】
　また、ノズルから噴出された高圧水流は、衣類の洗浄効果を更に高くするように、ノズ
ルの縦方向運動に伴って洗浄する部位を変更することができる。
【０００９】
　本発明のさらなる目的は、上記洗濯機に用いられ、洗濯物をハンガー部材に伴って第１
運動態様で運動可能にしながら、第１運動態様と異なる第２運動態様で運動するノズルか
ら噴出された水流で洗濯物を洗濯し、洗濯物とノズルの相対位置を変更することで洗浄す
る部位を変更し、これによって洗濯物の全体を洗濯し、洗浄効果を向上させる洗濯方法を
提供することである。
【００１０】
　本発明の実施形態は、以下の技術的解決手段を用いる。
【００１１】
　洗濯物が掛けられるハンガー部材であり、第１運動態様で運動可能なハンガー部材を内
部に備える洗濯空間と、ポンプに接続される少なくとも１組のノズルとを備え、水流が前
記ポンプによって加圧されてから前記ノズルによって噴出され、前記ハンガー部材に掛け
られる洗濯物を洗濯し、前記水流が洗濯物の少なくとも一側面積を被ることができるよう
に、洗濯物とノズルの相対位置を変更する洗濯機。
【００１２】
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　好ましくは、前記洗濯機は、更に、前記ノズルを前記洗濯空間内に第１運動態様と異な
る第２運動態様で運動可能に駆動するためのノズル駆動装置を備える。
【００１３】
　好ましくは、前記ノズルが散布用本管の上端に設置され、前記ノズル駆動装置は、具体
的に、前記洗濯機の筐体の側壁に設けられる少なくとも１つのラックを備え、ラックが駆
動ギアで駆動され、散布用本管が前記ラックに固定して取り付けられ、前記駆動ギアがモ
ーターで駆動され、前記駆動ギアは、ラックを上下移動させるように動作し、それによっ
て散布用本管を運動させることができる。
【００１４】
　好ましくは、前記ハンガー部材は、衣類が掛けられるハンガーロッドと、前記ハンガー
ロッドに設置される偏心装置とを備え、前記偏心装置は、前記ハンガーロッドに対して垂
直な摺動溝が中段に設置される台座と、一端がモーターに接続され、他端が前記摺動溝を
通してハンガーロッドに接続される回動部材とを備え、前記モーターは、回動部材を回動
させるように駆動し、それによって前記ハンガーロッドを水平移動させることができる。
【００１５】
　好ましくは、前記ポンプは、可撓給水管又は伸縮可能な給水管を介して前記散布用本管
に接続される。
【００１６】
　好ましくは、前記洗濯空間の底部に位置する水に、前記給水管の吸水口が置かれ、前記
吸水口とノズルとの間の給水管に、濾過装置が取り付けられる。
【００１７】
　洗濯空間内に、ハンガー部材で洗濯物を掛け、前記洗濯物を前記洗濯空間内に第１運動
態様で運動させながら、第１運動態様と異なる第２運動態様で運動するノズルから噴出さ
れた水流で洗濯物を洗濯し、水流が洗濯物の少なくとも一部を被るように、洗濯物とノズ
ルの相対位置を変更する洗濯方法。
【００１８】
　好ましくは、前記洗濯物は、第１方向に沿って直線又は曲線往復運動する。
【００１９】
　好ましくは、前記ノズルは、第２方向に沿って直線又は曲線運動する。
【００２０】
　本発明の実施形態に係る技術的解決手段の有益な技術的効果は、以下のとおりである。
【００２１】
　（１）本発明に係る洗濯方法では、前記洗濯物がハンガー部材で洗濯空間内に掛けられ
、前記ハンガー部材が第１運動態様で運動することができ、前記洗濯空間内に１組のノズ
ルが取り付けられ、前記ノズルから噴出された高圧水流で洗濯物を洗濯し、前記高圧水流
が洗濯物の少なくとも一側の面積を被ることができるとともに、洗濯物がハンガー部材に
伴って第１運動態様で運動することができ、ノズルから噴出された高圧水流が第１運動態
様で運動することによって変更された洗濯物の洗浄部位をフォローすることができるため
、洗濯物の全体を洗濯し、洗浄効果を向上させることができる。また、該洗濯方法は、ド
ラム式洗濯機のドラムによるタンブリング、および渦巻き式洗濯機のパルセータによる撹
拌の代わりに、高圧水噴射による洗浄で洗濯物の傷みと洗濯用水量を減少させる。
【００２２】
　（２）前記ノズルがノズル駆動装置の駆動によって前記洗濯空間内において第１運動態
様と異なる第２運動態様で運動することができるため、ノズルから噴出された高圧水流が
、洗濯物の洗浄効果を更に向上させるように、ノズルの運動をフォローして洗浄する部位
を変更することができる。
【００２３】
　本発明の実施形態における技術的解決手段をより明確に説明するために、以下、本発明
の実施形態の説明において使用される図面について簡単に説明する。勿論、以下の説明に
用いられる図面は、本発明の一部の実施形態に過ぎず、当業者にとって、創造的労力を要
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することなく、本発明の実施形態の内容とこれら図面に基づいて他の図面を得ることがで
きることは明らかである。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明に係る散布用本管が下へ移動する洗濯機の構造模式図である。
【図２】本発明に係る散布用本管が上へ移動する洗濯機の構造模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本発明が解決する技術的問題、用いる技術的解決手段及び実現する技術的効果を更に明
確にするために、以下、図面を組み合わせて本発明の実施形態の技術的解決手段について
更に詳細に説明し、勿論、説明する実施形態は本発明の一部の実施形態に過ぎず、すべて
の実施形態ではない。本発明における実施形態に基づき、当業者が創造的労力を要するこ
となく得られたすべての他の実施形態は、本発明の保護範囲に属する。
【００２６】
＜装置の実施形態＞
　図１と図２に示すように、本発明は、洗濯物が掛けられるハンガー部材であり、第１運
動態様で運動可能なハンガー部材４を内部に備える洗濯空間２と、ポンプに接続される少
なくとも１組のノズル８とを含み、前記ポンプは高圧ポンプであることが好ましく、水流
は前記ポンプによって加圧されてから前記ノズル８によって高圧水流として噴出され、前
記ハンガー部材４に掛けられる洗濯物を洗濯する。洗濯物とノズルの相対位置を変更する
ことによって、前記高圧水流が洗濯物の少なくとも一側の面積を被ることができる。具体
的に、洗濯物は、ハンガー部材４に伴って第１運動態様で運動することができ、ノズル８
から噴出された高圧水流は、洗濯物をフォローして第１運動態様で運動し、洗浄する部位
を変更することができる。これによって、洗濯物の全体を洗濯し、洗浄効果を向上させる
ことができる。また、該洗濯方法では、ドラム式洗濯機のドラムによるタンブリング、お
よび渦巻き式洗濯機のパルセータによる撹拌の代わりに、高圧水噴射による洗浄を採用す
ることにより、洗濯物の傷みと洗濯用水の量が低減される。
【００２７】
　本実施形態では、前記第１運動態様が横方向に沿う直線運動、曲線運動であってもよく
、回転運動、螺旋運動、等速運動又は変速運動等であってもよい。
【００２８】
　具体的に、本願に係る洗濯機は、ドアと筐体１を備え、前記ドアと筐体１とからなる密
閉された前記洗濯空間２内には、洗濯物及び他の装置が収容可能であり、洗濯空間２内に
洗濯過程が遂行される。本実施形態では、前記ドアと筐体１とからなる洗濯空間２は、洗
濯時に高圧水流が洗濯空間２からこぼれないことを確保するために密封される。
【００２９】
　前記ノズル８が散布用本管７の上端に設置され、散布用本管７に複数の小径のノズル８
が均等に設置され、前記高圧ポンプが給水管９を介して前記散布用本管７に接続され、洗
濯用水が弁に制御されて洗濯空間２に入り、高圧ポンプが洗濯空間２の底部の洗濯水を吸
い込み、加圧してから給水管９に提供して散布用本管７まで運び、高圧水流が散布用本管
７におけるノズル８によって噴出される。ノズル８において噴出される高圧水流の速度が
高く、洗濯物に付着した汚れに対して極めて大きな衝撃を作用するため、水流で噴射され
た洗濯物の表面の汚れが洗濯物の表面から落ち、水流とともに洗濯物から離れる。しかし
ながら、洗濯物とノズル８が相対運動しないと、高圧水流で洗濯された洗濯物の面積は、
単にそれぞれのノズルに対応する点である。本発明では、ハンガー部材４を横方向運動可
能な部材とし、洗濯時、ハンガー部材４４の横方向運動によって洗濯物を横方向に運動さ
せる。ノズル８から噴出された高圧水流は、洗濯物の全体を洗濯し、洗浄効果を向上させ
るように、洗濯物の横方向運動とともに洗浄する部位を変更することができる。
【００３０】
　好ましくは、前記筐体１の上端に、所定の距離をあけた２つの支持部材３が設置さ、前
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記支持部材３の一端が前記筐体１に固定され、他端がリングである。前記ハンガー部材４
は、衣類が掛けられるハンガーロッド４２と、前記ハンガーロッド４２に設置される偏心
装置４１とを含む。前記ハンガーロッド４２の両端がそれぞれ前記支持部材３のリングに
挿入され、前記リングに対して相対移動できる。前記偏心装置４１は、台座４１１と回動
部材４１３とを含み、前記台座４１１は、好ましくは円状の底板と、前記底板のエッジに
設置される囲い板とからなり、前記台座４１１の中段に、前記ハンガーロッド４２に対し
て垂直な摺動溝４１２が設置され、前記回動部材４１３の一端がモーターの出力軸に接続
され、他端が前記摺動溝４１２を通してハンガーロッド４２に固定接続される接続軸であ
り、前記モーターは、回動部材４１３を回動させるように駆動することができ、この時、
回動部材４１３の接続軸が摺動溝４１２に沿って往復摺動し、それによって前記ハンガー
ロッド４２を水平移動させることができる。
【００３１】
　モーターによって偏心装置４１を駆動し、ハンガーロッド４２に掛けられる洗濯物を水
平に直線移動させ、ノズル８から噴出された高圧水流が洗濯物の水平直線運動に伴って洗
浄する部位を変更することができ、これによって、洗濯物の全体を洗濯し、洗浄効果を向
上させることができる。
【００３２】
　本実施形態では、好ましくは、前記洗濯機は、更に、前記ノズル８を前記洗濯空間２内
に第１運動態様と異なる第２運動態様で運動させるように駆動するためのノズル駆動装置
を備える。
【００３３】
　本実施形態では、前記第２運動態様が縦方向に沿う直線運動、曲線運動であってもよく
、回転運動、螺旋運動、等速運動又は変速運動等であってもよい。
【００３４】
　本実施形態では、好ましくは、前記ノズル駆動装置は、前記ノズル８を前記洗濯空間２
内に縦方向運動させるように駆動する。前記ノズル駆動装置の具体的な構造として、前記
洗濯機の筐体１の左右両側壁に、少なくとも１つの水平対称となるラック５が設けられ、
各ラック５がいずれも１つの駆動ギア６と噛み合い、駆動ギア６で駆動される。また、散
布用本管７の水平方向両端がそれぞれ水平方向両側のラック５に固定して取り付けられ、
前記駆動ギア６は、別のモーターに接続され、モーターによって駆動されて回転運動し、
それによってラック５を筐体１の内壁に沿って上下移動させ、ノズル８、散布用本管７も
垂直運動可能にする。具体的に、図１に示すように、モーターが駆動ギア６を反時計回り
に回動させるように駆動すると、駆動ギア６は、ラック５を筐体１の内壁に沿って下へ移
動させ、それによってノズル８、散布用本管７も垂直に下へ運動することができるように
動作する。図２に示すように、モーターが駆動ギア６が時計回りに回動させるように駆動
すると、駆動ギア６は、ラック５を筐体１の内壁に沿って上へ移動させ、それによってノ
ズル８、散布用本管７も垂直に上へ運動することができるように動作する。好ましくは、
前記給水管９が可撓給水管又は伸縮可能であり、前記可撓給水管又は伸縮可能な給水管９
が散布用本管７の上下移動に伴って伸縮できる。
【００３５】
　本実施形態では、洗濯物とノズル８の交差した相対運動によって、ノズル８から噴出さ
れた高圧水流は、ノズル８の縦方向運動にともなって洗濯物の洗浄する部位を更に変更す
ることができ、これによって、洗濯物の全表面積を高圧水流で洗濯することを実現し、洗
濯物の洗浄効果を更に向上させる。
【００３６】
　本実施形態では、前記給水管９の吸水口が前記洗濯空間２底部に位置する水に置かれ、
高圧ポンプで吸引された水が洗濯空間２の底部に蓄積された水であるため、水が再利用さ
れる。好ましくは、前記吸水口とノズル８との間の給水管９に濾過装置が取り付けられ、
水が再び噴出される前に浄化され、更なる洗浄効果を実現する。
【００３７】
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＜方法の実施形態＞
　本発明は、更に上記の洗濯機に適用する洗濯方法を提供する。前記洗濯物がハンガー部
材によって洗濯空間内に掛けられ、前記洗濯空間が好ましくは密閉された洗濯空間である
。洗濯時、前記洗濯空間内に前記洗濯物を第１運動態様で運動させながら、第１運動態様
と異なる第２運動態様で運動するノズルから噴出された水流で洗濯物を洗濯し、洗濯物と
ノズルの相対位置を変更することによって、水流が少なくとも洗濯物の一部を被る。
【００３８】
　好ましくは、前記第１運動態様では、前記ハンガー部材が洗濯物を第１方向に沿って直
線又は曲線往復運動させるよう動作する。
【００３９】
　更に好ましくは、前記第１方向が横方向である。具体的に、前記モーターが回動部材を
台座上において時計回り又は反時計回りに回動させるように駆動し、回動部材の接続柱が
摺動溝内に往復して摺動し、それによってハンガーロッドを水平に直線運動させる。
【００４０】
　前記洗濯空間内に１組のノズルが取り付けられ、好ましくは、前記ノズルが散布用本管
に設置され、散布用本管が給水管を介して洗濯空間の底部の洗濯水と連通し、洗濯空間の
底部の洗濯水とノズルとの間の給水管にポンプが取り付けられる。前記ポンプが高圧ポン
プであることは好ましい。洗濯時、高圧ポンプによって洗濯空間の底部の洗濯水を吸い込
み、洗濯水が加圧されてから給水管を介して散布用本管に到達し、ノズルによって高圧水
流を散布する。前記ノズルから噴出された高圧水流で洗濯物を洗濯し、前記高圧水流が洗
濯物の少なくとも一側の面積を被ることができる。
【００４１】
　洗濯物はハンガー部材に伴って水平に直線運動することができ、ノズルから噴出された
高圧水流が洗濯物の水平直線運動にともなって洗浄する部位を変更することができるため
、洗濯物の全体を洗濯し、洗浄効果を向上させることができる。また、該洗濯方法では、
ドラム式洗濯機のドラムによるタンブリング、および渦巻き式洗濯機のパルセータによる
撹拌の代わりに、高圧水噴射による洗浄を採用することにより、洗濯物の傷みと洗濯用水
量が低減される。
【００４２】
　本実施形態において、好ましくは、前記第２運動態様では、前記ノズルが第２方向に沿
って直線又は曲線運動する。
【００４３】
　更に好ましくは、前記第２方向が縦方向であり、前記ノズルがノズル駆動装置の駆動下
で縦方向に直線又は曲線運動する。
【００４４】
　洗濯物とノズルの交差的な相対運動によって、ノズルから噴出された高圧水流は、ノズ
ルの垂直運動にともなって洗浄する部位を変更することができ、洗濯物の全表面積を高圧
水流で洗濯できることを実現し、洗浄効果を更なる向上させる。
【００４５】
　本実施形態では、好ましくは、前記ノズルがノズル駆動装置の駆動下で縦方向に直線運
動し、その過程が以下のように実現される。前記モーターが水平両側のギアを回動させる
よう駆動し、両側のギアがそれと噛み合ったラックを上下運動させ、両側のラックが上下
運動するとともに、散布用本管及び散布用本管に設置されるノズルを縦方向に直線運動さ
せる。
【００４６】
　勿論、前記第１方向と第２方向が上記に限定されず、ほかの方向であってもよい。前記
第１運動態様が上記に限定されず、回転運動、螺旋運動、等速運動又は変速運動等であっ
てもよい。前記第２運動態様も上記に限定されず、回転運動、螺旋運動、等速運動又は変
速運動等であってもよい。
【００４７】
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　なお、上記のものは、本発明の好ましい実施形態及び技術的原理に過ぎない。当業者は
、本発明がここに記載した特定の実施形態に限定されず、当業者にとって本発明の保護範
囲を逸脱しない範囲で、各種の顕著な変化、再調整及び置換を行うことができることを理
解するであろう。従って、以上の実施形態によって本発明について詳細に説明したが、本
発明は、以上の実施形態に限定されず、本発明の発想を逸脱しない限り、更なる他の等価
実施形態を含み、本発明の範囲が特許請求の範囲に決められる。
【符号の説明】
【００４８】
１     筐体
２     洗濯空間
３     支持部材
４     ハンガー部材
５     ラック
６     駆動ギア
７     散布用本管
８     ノズル
９     給水管
４１   偏心装置
４２   ハンガーロッド
４１１ 台座
４１２ 摺動溝
４１３ 回動部材

【図１】 【図２】
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【国際調査報告】
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